
 

 

 

 

尼崎北小学校運営協議会が市長を表敬訪問 

「コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進」文部科学大臣表彰を受賞 

 

富松城跡を活かすまちづくり委員会を中心とする地域や、保護者・ＰＴＡ、ボランティアの皆様と、教職員が

委員となって構成する尼崎市立尼崎北小学校運営協議会は、地域の歴史、文化、伝統等、子どもたちの地域学習

の充実について協議を行っています。 

このたび、尼崎市立尼崎北小学校運営協議会の取組「子どもたちの心に郷土愛を育む ～学校・家庭・地域一

体となって～」が、文部科学大臣表彰を受賞いたしました。 

その報告のため、市長に表敬訪問を行います。 

 

１ 日時 

  令和５年２月１６日（木）１６：００から 

 

２ 場所 

  尼崎市役所 南館２階 市長室 

 

３ 尼崎市立尼崎北小学校運営協議会の取組 

                               能楽体験・鑑賞（６年生）「柿山伏」 

子どもたちの心に郷土愛を育む 

～学校・家庭・地域一体となって～ 

   

校区には、およそ５００年前の城館跡「富松城跡」や伝統野菜「富松一寸豆」、伝統芸能である「富松薪

能」が行われる等、地域に伝承されてきた豊かな歴史、文化、伝統があり、地域の中で次世代に継承してい

こうとする取り組みが行われています。 

  学校運営協議会では、子どもたちの地域への愛着心を育むため、地域の歴史や伝統文化に着目し、富松城

跡を活かすまちづくり委員会・関西学院大学ゼミ生・尼崎市立花地域振興センターが協力して、子どもたち

の地域学習の支援に取り組んでいます。 

【主な活動内容】 

 ・伝統野菜の富松一寸豆の栽培、収穫 

 ・富松城跡を活かすまちづくり委員会・関西学院大学ゼミ生による地域資産の学習 

 ・富松神社氏子青年会の協力による節分行事茨木童子とのふれあい 

 ・能楽体験 

 

４ 文部科学大臣表彰について 

  文部科学省では、コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的実施により、学校運営の改善・強化

のみならず、学校を核とした地域づくりにも効果を上げている取組のうち、他の模範と認められるものに対し

て、文部科学大臣表彰を行っています。 

全国表彰数 １１２取組、兵庫県３市１町 ４取組が受賞しました。 

 

 

  

   令和５年２月８日 

所 属 教育委員会事務局 社会教育課 

所属長 松田 陽子 

電 話 06－4950－0405 


